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「⾒積 CRAFT DX V3」シリーズ  

「⾒積 CRAFT DX V3」機能アップガイド 

 
※本機能アップガイドの内容につきましては、2024 年 12 月時点での対応予定項目です。 

下記記載の画面レイアウトや機能はリリース時に変更となることもございますので、 
あらかじめご了承ください。 

 
Ⅰ．機能アップ項目 
１．⾒積書作成機能 

１）週休２日促進工事対応 
令和６年４月より建設業に時間外労働規制が適⽤されることを踏まえ、国⼟交通省の直轄営繕事業に 
おいて、働き⽅改⾰をより⼀層推進するために、令和６年度より実施する新たな取り組みに「月単位 
の週休２日の確保」が含まれます。 
この取り組みの中で、週休２日促進工事において、現場閉所（現場休息）の状況に応じて、単価の補 
正⽅法等に基づき労務費を補正した複合単価及び市場単価等により、予定価格のもととなる工事費の 
積算を⾏うことがうたわれており、これに対応します。 
 

【労務費の補正率】 
月単位︓１．０４    通期︓１．０２（市場単価については工種により率が異なります。） 
※⾒積条件で週休２日促進工事設定をＯＮとすることで、⾃動で補正率がかかり、労務費を補正し 

ます。 
 

【⾒積条件における週休 2 日促進工事設定】 
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【市場単価の補正率設定（マスタ）】 
      
 
 
 
 
 
 
 
      
 

２）積算実務マニュアル対応 
        全日出版社「積算実務マニュアル」掲載の材料をマスタとして登録します。 

（１）マスタに登録 
     「積算実務マニュアル電気設備工事」・「積算実務マニュアル機械設備工事」掲載の材料を部材 

マスタ（材工別）、材工マスタ（複合単価）別にマスタとして登録します。 
 

 
      
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別売の単価データを購⼊、単価更新を⾏うことでマスタが使⽤可能となります。 
更新する単価は、A 〜 J、または都道府県から選択いただけます。 
これにより、冊⼦掲載の複合単価と同じ単価で⾒積作業が⾏えます。 
また、部材マスタ（材工別）を使⽤することで、冊⼦掲載の材料単価、歩掛り、計算根拠で⼀般⾒ 
積（材工別）が⾏えます。 
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（２）⼀般⾒積変換 －この機能は「⾒積 CRAFT DX Light V3」では別売オプションです。－ 

積算実務マニュアル材工マスタで作成した複合単価⾒積書を⼀般⾒積（材工別）に⼀括で変換します。
※⼀部の複合単価（複数材料から構成される場合、労務費のみの場合）、合成単価は⼀般⾒積（材工 

別）に変換しません。また、⾒積書作成中、材工共（複合単価）マスタ部材の単価を変更している
場合は、置換後の⾦額が変動します。 

 
【置換前の複合単価⾒積（材工共）】 

      
 
 
 

【置換後の⼀般⾒積（材工別）】 
 
      
 
 
 
 
 

３）一括置換シミュレーション 
VVF からエコケーブル、鋼管から塩ビ管になど、部材を⼀括で置換、置換前と置換後の提出⾦額、 
原価⾦額のシミュレーションが⾏え、VE 検討に役⽴ちます。 
【部材置換シミュレーションで置換先を選択】 

      
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 

【部材置換後の⾦額確認】 
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４）自動発生項目を含む編集 
編集（削除・コピー・切取りなど）において、⾃動発⽣項目を含んで選択した場合も編集が可能とな 
ります。 

 
      
 
 
 
 
 
 

２．材料拾い機能 

１）ルート部材の自動接続機能 
ルート拾いの際、“接続先（分電盤など）”を予め設定しておくことで、⾃動で接続します。 
その際、最短または、最⻑距離から拾い⽅法を選択できます。 
また、その際に⽴上・⽴下・⽴上下を⾃動で付加、省略線化も可能です。 
 

【⾃動接続前】 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⾃動接続後】 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予め設定した接続
先 

省略記号以降を隠線 
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２）省略線化の機能強化 
省略線化コマンドで省略したルートにおいて、省略されたルートの拾い数量を表⽰します。 
※表⽰する／しないの設定が⾏えます。 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）ルーペ機能 
ルーペ機能を⽤意します。 
詳細箇所を拡⼤して拾い作業を⾏うことができます。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 
４）Enter キーによる確定操作の対応 

拾い作業中、右クリックで確定していた操作を Enter キーでも⾏えます。 
 

５）Esc キーによる BackSpace キー操作の追加設定 
ルート拾い作業中、BackSpace キーで⾏っていた「1 つ前の動作に戻る」処理が、Esc キーで 
も⾏えます。 
※Esc キー押下時の動作は動作環境設定で設定でき、これまでのコマンド終了機能にも切り替 

えできます。 
 

ルーペ機能 

省略部分の数量を表⽰ 
（*.*）垂直量 
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６）リボン対応 
ＣＡＤ側ウィンドウをリボン対応します。 
 

７）タッチパネル＆タッチペンに対応 
タッチパネルディスプレイに対応、タッチペンで拾い作業が⾏えます。 

      
      
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ．対応ＯＳ 

「⾒積 CRAFT DX V3」シリーズでは以下のＯＳに対応予定です。 
■ Windows11(64Bit) 
■ Windows10(64Bit) 

上記以外の OS に「⾒積 CRAFT DX V3」シリーズはインストールできません。 
※「⾒積 CRAFT DX V3」シリーズは 32Bit 版 OS 上では動作いたしません。 
※「⾒積 CRAFT DX V3」は ARM 版 Windows では動作いたしません。 

 
 
Ⅲ．動作環境 

「⾒積 CRAFT DX V3」シリーズを実⾏するのに必要な動作環境は以下の通りです。 
■ CPU  ︓ Core i5 シリーズ以降の CPU 
■ メモリ  ︓ 8.0GB 以上 
■ HDD   ︓ 5.0GB 以上 
■ USB ポート ︓ USB プロテクタ（ハードプロテクタ）運⽤の場合必須 

リボン化 


